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「2011 年国際航空宇宙展」

　日本航空宇宙工業会が主催した「2011
年国際航空宇宙展」は、10 月 26 日から
28 日まで東京ビッグサイトで開催された。
今回は、特別展示コーナーが 2 ヶ所設けら
れ、一般の来場者も楽しめるような工夫が
凝らしてあった。その 1 ヶ所では、昨年 6
月に 7 年ぶりに地球に帰還したはやぶさの
2 分の 1 スケールの模型が紹介された。こ
のコーナーには、はやぶさの他に、将来の
計画として期待が高まっているソーラー電
力セイル探査機の 10 の 1 モデルが披露
され注目を集めた。探査機は、母船とオー
ビターから構成され、母船の直径は 50m、
オービターは 10m に達する。重量につい
ては、650kg と説明していた。もう 1 ヶ
所で脚光を浴びたのは、日本が初就航国と
なった最新型旅客機、ボーイング 787 の
25 分の 1 モデルである。特別展示とした
意義については、主要構造の大部分に日本
製の複合材が使用されているのと、製造の
約 35% に日本企業が係わっている点をあ
げていた。
　一方、非常に残念だったのは、国際イベ
ントにもかかわらず世界の大手航空宇宙企
業はどこも出展していなかった。唯一、ブ
ラジルの Orbital Engenharia 社がブース
を構えて、ブラジルと中国が共同開発した
China-Brazil Earth Resources Satellite 
(CBERS) を 紹 介 し て い た。CBERS-1

16 社が、ソフト、機器、システム、ソリ
ューションなど、150 に及ぶ展示やデモを
行った。
　入口の真正面に設置された「テーマステ
ージ」では、200 インチ・スクリーンを
シームレスに 3 面並べた横長大画面を使っ
て、プレゼンテーションが行われた。スク
リーンへの投影には、NEC ディスプレイソ
リューションズが誇る高輝度 DLP プロジ
ェクター 3 台が使われた。プレゼンテーシ
ョンのメーンテーマは、「人と地球にやさし
い情報社会へ」で、去る 3 月 11 日に発生
した東日本大震災を踏まえ NEC グループ
として考えた社会貢献の内容を、展示会場
のレイアウトに沿って紹介していた。また、
メーンテーマの重要な視点として取り上げ
られた地球を、インタラクテイブ地球儀の
形で披露して注目の的になった。この直径
1.28m（地球の 1000 万分の１）のイン
タラクテイブ地球儀には、「触れる地球」と
いう愛着心に満ちた名前が付けられていた。

　「宇宙技術」のゾーンには、小惑星探査機
「はやぶさ」のフルサイズ・モデル、機体の
中枢コンポーネントであるイオンエンジン、

「ネクスター」と名付けられた NEC の標準
小型衛星のモデルが展示された。フルサイ
ズ・モデルは、東映が「はやぶさ―――遥
かなる帰還」（2012 年 2 月 11 日ロード
ショー）の撮影用に製作したものである。
一方のイオンエンジンは、松竹が「おかえり、
はやぶさ」の撮影に使用した実物で、同社
から貸与されたものと説明していた。この
3D で制作された松竹の映画は、2012 年
3 月 10 日にロードショーの予定である。
会場では、2 本の映画のダイジェスト版も
上映され、硬くなりがちな展示会に柔らか
な空気を漂わせていた。
　「ネクスター」については、今回、合成
開口レーダ（SAR）を搭載した小型モデル
が披露された。説明員によれば、「SAR 搭

は 1999 年、 同 2 は 2003 年、 同 3 は
2009 年にいずれも中国の長征ロケット
で打ち上げられている。第 4 世代となる
CBERS-4 は現在製作中で、2012 年に
打ち上げ予定とのことであった。ブースの
担当者によれば、「3 号と 4 号衛星には、
CCD カメラが 4 台、広域をカバーするイ
メージャーが 1 台、赤外線スキャナーが一
台搭載されている」という。主な目的につ
いては、「穀物の生育状況のチェックや森林
の管理など」と語っていた。
　会場にブースを構えた 136 社・団体・
大学の中で意外だったのは、在日米海軍が
大きなブースを設置して、ボーイング社製
無人機「ScanEagle」の 4 分の 1 モデル
を紹介した。使用した実績は教えてもらえ
なかった、アフガニスタンやイラクで活躍
したものと思われた。ブースの軍人に、撮
影した映像を無人機から衛星を使ってリア
ルタイム伝送ができるのか聞いてみたら、
回答は「No」であった。

「iEXPO 2011」

　NEC グ ル ー プ が 主 催 し た「iEXPO 
2011」は、11 月 10 日、11 日に東京の
国際フォーラムで開催された。会場には、「テ
ーマステージ」、「宇宙技術」、「デジタルサ
イネージ・映像ソリューション」、「新しい
街づくり」、「新しいライフスタイル」、「新
しいビジネススタイル」、「ICT 基盤」の 7
つのゾーンが設けられ、グループに属する

「2011国際航空宇宙展」と
「iEXPO2011」
「2011国際航空宇宙展」と
「iEXPO2011」

特別展示コーナーに展示された「はやぶさ」の1/2
モデル

「iEXPO2011」のメインステージを飾った横長大画
面と「触れる地球」（画面手前）
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載のネクスターは、目下 ODA を使ってベ
トナムに売り込むべく交渉中」とのことで
あった。さらに、「ASNARO と呼ばれる
SAR の代わりに光学センサーを搭載した衛
星を、国内の無人宇宙実験システム研究開
発機構向けに製作中」と付け加えていた。
　「宇宙技術」ゾーンのもう一つのアトラク
ションは、1970 年台の「おおすみ」から
2010 年に打ち上げられた「イカロス」ま
で、50 機を越える NEC 製衛星を紹介する
テーブル式タッチパネルディスプレイであ
った。衛星の年表がパネル上に流れ、目的
の衛星にタッチすると打ち上げ年や技術仕
様が表示された。画面を拡大したり見やす
い方向に転回したりして楽しむこともでき
た。

　「デジタルサイネージ・映像ソリューシ
ョン」ゾーンの入口を飾ったのは、高輝度
フルカラー LED ディスプレイである。説
明員によれば、「今回展示したのは、12 面

（3 x 4）構成の屋内用と 8 面をテロップ表
示にした屋外用の 2 種。屋内用は、3-in-
1SMD タイプ（1 つのランプに RGB3 色
の素子を組み込んだタイプ）の LED を使
用している。一方の屋外用には、RGB タイ
プ（それぞれ独立した RGB3 色ランプを用
い、3 色で画素を構成するタイプ）の LED
が使われている」という。画素ピッチと画
面輝度も異なり、屋内用は 6.25mm ピッ
チで 2000cd/ ㎡、屋外用は 15.625mm

ピッチで 7500cd/ ㎡とのことであった。
　ゾーン内部では、2012 年 2 月に出荷
開始予定という LED 光源、フル HD リア
ル表示を誇る 60 型ワイド DLP 方式マル
チビジョンを中心に据えた展示とデモが行
われた。説明員は、「大規模な監視や業務
に必要とされる超大型映像機器として売り
込むために、最大 96 台まで接続が可能な
システムにした」と意気込んでいたが、会
場では場所の制約で 4 面構成のスケールダ
ウンしたデモに留まっていた。特色はなん
と言っても目地幅が 2mm しかない一体感
で、アスペクト比 16：9、表示画素数は
1920 x 1080、輝度はブライトモードで
530cd/ ㎡とのことであった。
　一方、家庭を対象にした製品としては、

「見たい映像を手軽に、色鮮やかに」をキ
ーワードに掲げて LED プロジェクター

「ViewLight NP-L50WJD」を訴求してい
た。電源内蔵で 1.2kg の軽量・薄型フォル
ムに仕上っており、新開発の LED 光源で
500 ルーメンの明るさを実現している。価
格については、60 型（スクリーンサイズ
129.1 x 80.8cm）で8万円と述べていた。
　変わった展示・デモとしては、「Twit 
Theater」と「PaPeRo」があげられる。「Twit 
Theater」 は、 イ
トーキと共同で開
発したというツイ
ッター対応リアル
タイム検索表示ア
プリケーションで
あ る。 パ ソ コ ン、
携帯電話、スマー
トフォンなどから
発信されたツイッ
ター上のツイート
を、キーワードで
任 意 検 索 が で き、

かつタイムライン画面表示を実現する。デ
モでは、ツイッターのタイムラインを、浮
き雲の中に表示するデザインにして見せて
いた。
　「PaPeRo」は、NEC が開発したコミュ
ニケーション・ロボットで、ステレオカメラ、
タッチセンサー、超音波センサーなどを駆
使していろいろなことができる。デモでは、
レストランに来店した人の性別や年齢を判
断して、お勧めのメニューを紹介していた。

　「新しい街づくり」のゾーンでは、エネル
ギー対策、災害対策、パブリックセーフティ、
便利快適の 4 つの観点から 35 項目の展示
が行われた。中でも人だかりが見られたの
は、C&C クラウドと急速充電器を活用する

「スマート充電ステーション」のコーナーで
あった。ブースには、オートモーティブエ
ナジーサプライ（NEC と日産の合弁会社）
が開発したラミネート型リチウムイオン・
バッテリーを搭載した日産リーフが持ち込
まれ、EV 充電インフラサービスを広域で
スマートに展開する大構想を PR していた。

東映が「はやぶさ―遙かなる帰還」の撮影に使用し
た「はやぶさ」のモデル

8面をテロップ表示にした屋外用 LEDディスプレ
イ（左）と12面構成の屋内用ディスプレイ（右）

2012年 2月に発売予定の60型DLPマルチビジョ
ン（4面構成）
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